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姫
路
の
生
産
打
ち
切
り

バ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
テ
レ
ビ
用‥
液
晶
パ
ネ
ル
の
生
産
か
ら
完
全
撤
退
す
る
こ
と
が
３‐
日
、
分
か

っ
た
。
中
国

や
韓
国
な
ど
海
外
勢
と
の
競
争
が
激
し
く
、
収
益
の
改
善
が
見
込
め
な
い
た
め
で
、
唯

一
の
生
産
拠
点
で
あ

る
姫
路
工
場

（姫
路
市
）
で
の
生
産
を
９
月
末
に
も
終
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（８
面
に
関
連
記
事
）

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
撤
退

で
、
国
内
で
生
産
を
続
け

る
の
は
シ
ヤ
ー
プ
だ
け
に

な
る
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の

液
晶
テ
レ
ビ
事
業
は
韓
国

メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
パ
ネ

ル
の
供
給
を
受
け

て
お

り
、
こ
れ
ま
で
通
り
継
続

す
る
。

姫
路
工
場
は
約
２
３
５

０
億
円
を
投
資
し
、
２
０

１
０
年
に
稼
働
し
た
。
生

産
能
力
は
主
力
の
３２
型
液

晶
パ
ネ
ル
に
換
算
す
る
と

月
８‐
万
台
程
度
で
、
最
近

は
船
井
電
機
な
ど
国
内
外

の
メ
ー
カ
ー
に
テ
レ
ビ
用

液
晶
パ
ネ
ル
を
提
供
し
て

き
た
。

し
か
し
、
大
量
生
産
を

武
器
に
低
価
格
化
を
進
め

た
中
国
な
ど
の
海
外
メ
ー

カ
ー
に
押
さ
れ
、
稼
働
率

は
低
迷
。
工
場
の
稼
働
後
、

一
度
も
営
業
損
益
で
黒
字

を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
赤
字
体
質
か
ら
の
脱

却
が
課
題
と
な

っ
て
き

た
。

今
後
も
テ
レ
ビ
向
け
以

外
の
液
晶
パ
ネ
ル
の
生
産

は
続
け
、
成
長
の
期
待
で

き
る
車
載
モ
ニ
タ
ー
や
医

療
機
器
向
け
な
ど
を
強
化

し
、
立
て
直
し
を
図
る
。

現
在
約
千
人
い
る
姫
路

工
場
の
従
業
員
は
、
１
０

０
人
規
模
で
自
動
車
用
の

蓄
電
池
工
場
な
ど
に
配
置

転
換
し
、
人
員
削
減
は
行

わ
な
い
方
針
。

国
内
で
は
、
シ
ヤ
ー
プ

が
亀
山
工
場

（
三
重
県
亀

帥
醐

評

鰐

会
社

（堺
市
）
で
テ
レ
ビ

用
液
晶
パ
ネ
ル
を
生
産
し

て
い
る
が
、
収
益
は
低
迷

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
・

9月 末にも
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